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（甲板部）
Ⅰ 船体工事
（１）定期検査受験（第５回）

船舶安全法に定められた第１種定期検査に必要な準備を行い、申請及び受検合格とすること。

（検査手帳に膨張式救命胴衣、救命胴衣灯を削除、温水ボイラー取替を記載）

①効力試験
船体設備(消防ホース、消火栓等)、法定属具及び電気関係に関する効力試験を行い、受検合格

復旧とすること。

②膨張式救命筏点検整備受検(FRN-SU-20R型、藤倉ゴムKK)

船舶安全法に基づく漏洩、耐圧、過重、及び安全弁作動試験を行った上、自動離脱装置水圧試験、

取付セッティング、コンテナ塗装、受検合格の上復旧とすること。
装備品を新替えすること。ソーラスＡパック一式、救難食糧20人分、救命水(0.5L)60個、

船酔薬240錠、応急医療用具A,B 一式、ウィークリンク一式、自動索及びもやい綱一式、

修理用ボンド１本、リチュームバッテリーRB2 一式、
・整備記録表を提出すること。

③膨張式救命胴衣点検整備受検(F-93型、藤倉ゴムKK)

膨張式救命胴衣の点検整備を行い、受検合格とすること。
・漏洩試験 1９着

・スプール(水圧センサー)を新替えすること 1９個

・ガスボンベ検量 1９着
・整備記録表を提出すること

④満載喫水線受検 満載喫水線受検合格とすること。

⑤消火装置点検整備受検

下記の消火器を外観点検、消火剤詰め替えを行い受検合格とすること。
・持ち運び式粉末消火器 3.5L×10本点検

・初田製作所（泡消火器） ＳＦＳ－１０

消火剤 本船支給品詰め替え及び予備剤２本分支給 ９㍑ ２本
・初田製作所（炭酸ガス消火器）ＳＨＣ－１５

炭酸ガス検量 ２本

・炭酸ガス消火器点検結果報告書を提出すること。

⑥救難設備点検受検

下記物品について受検合格とすること。
・自己点火灯(電池式） ３個

・火せん １個

・自己発煙筒 ２個
・落下傘付信号 １個

⑦舵板点検整備受検
舵板を取り外し点検整備受検合格とし、後復旧すること。

・オイルシール515(１枚)及び516(３枚)、Ｏリング交換

・可動部等グリスアップ

⑧揚錨機、錨及び錨鎖(左右各６節)点検整備受検

揚錨機の解放点検整備受検を行い、錨及び錨鎖はドックフロアに繰り出し点検整備受検合格と
すること。

錨はソリュウション塗装とし、節マーク取替え、節マーク部位塗装（各節指定色、重ね塗り）を

行い、錨鎖格納の際は左右舷振り替えること。

錨鎖庫内を清掃、錆落とし後防錆塗装(エコマックス)を行うこと。
・揚錨機解放の際は下記のことを行うこと

内部清掃、グリスアップ

・工事方法等について工事監督員と十分協議すること
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⑨波止弁(船外逆止弁)及びトイレ排水系統三方弁点検整備受検
・波止弁６カ所の点検整備

５０Ｓ×２ ６５Ｓ×３ １００Ｓ×１

・付属配管取り外し整備

⑩閉鎖装置点検整備受検

船尾、ウェット研究室出入口、安定器室、脱出口、漁具倉庫、舵機室、FO集中管理箱、甲板長
倉庫、船首ハッチ、魚倉、ゴムパッキン交換工事。

発錆部錆落とし後塗装ゴムパッキンを交換すること。

パッキンを取替後、パッキン当たり及び締め付け金具の作動状態確認を行い、受検合格とする
こと。 １０カ所 ３０ｍ

⑪船首尾放水口点検整備受検
船首尾ブルワーク放水口の点検整備を行い、受検合格とすること。

・外板と接触箇所がないようにすること。

船首 右舷４カ所 左舷４カ所
船尾 右舷４カ所 左舷４カ所

⑫火災警報感知器点検整備受検
船内設置の火災警報装置を点検整備すること。

・火災警報感知器検査成績表を提出すること

⑬船橋航海当直警報装置(ＢＮＷＡＳ）点検整備受検

船橋内設置の航海当直警報装置(ＢＮＷＡＳ）を点検整備し受検合格とすること。

日本無線(株)ＪＣＸ－１６１ １台
・付随機器の作動確認を行うこと

⑭清水タンク及び油タンク検査受検

⑮船体板厚計測（２断面）検査受検

（２）入出渠及び上下架
入渠後、船体を安全に上架の上、工事を行い下架後、係船とすること。

上下架に際しては船底構造物(ソナードーム)が損傷することのないよう十分配慮すること。

・船台については事前に工事監督員と協議すること

（３）船体外板水洗い

上架日に船底外板に不着した海草、貝類を除去し、船底外板及び船側外板の水洗いを行うこと。
(船底栓開放復旧、海水箱，スラスターカバー、ADCPカバー含む)

船底 440㎡ 外板 242㎡

・各カバー等の解放復旧は工事監督員の指示に従い、工事の進行に遅延が出ることがないよ
うにすること。

（４）船体足場組及び昇降用タラップ設置
船側外板、船底外板、（レーダーマスト、船首尾マスト、化粧煙突等含む。）の錆落とし及び

防錆塗装等に必要な足場組を行い、片舷に昇降用タラップを設けること。

・船首、船尾マストについては工事監督員と協議し指示に従うこと

（５）船底保護アルミ板新替工事

保護アルミAB-3、保護アルミAB-3（1/2）新替を行うこと。
保護アルミAB-3 ４５枚

保護アルミAB-3（1/2） ３枚

（６）木甲板被覆工事

全木甲板をベニヤ板にて被覆を行い、工事完了後速やかに撤去すること。

雨具格納所兼ウェット研究室、船内通路、操舵室、機関監視室、無線室、厨房等も含む。
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（ただし、船内については、巻きダンボールの上にブルーシート及び一部ベニヤ板にて被覆を

行うこと。）
・船首尾作業甲板の板は各１枚ずつ養生を行うこと

・船内養生撤去後は速やかに船内清掃を行うこと。スラスター室床を含む

・木甲板被覆のベニヤ板は下架後工事監督員の指示により速やかに撤去すること
・サロンは本船にて施工を行う

・CTDハウス取り外し後、倉庫にて保管すること

・船尾の歩行場所は凍結状況により滑り止め（ジュウタン等により）を施行すること

（７）船尾マリーンクレーン点検整備、不良箇所、不良部品の交換及び取替工事

ダダノ TM-ZR503型 0.96t×8.16m
・減速機のフェーシング交換及びオイル交換

フェーシング（ハーティス）360-704-410000

ギヤオイルGL-5 80ｗ-90 2.5本
・旋回減速機のオイル交換

・不良部品の交換

詳細については工事監督員と十分協議し指示に従うこと

（８）CTDハウス両舷、前面ポリカーボ板（5mm）取替工事

・112㎝×100㎝ 2枚 ・113㎝×34㎝ 2枚 ・60㎝×33㎝ 2枚
・144㎝×58㎝ 1枚 ・112㎝×42㎝ １枚 ・112㎝×77㎝ 1枚

（９）洗面所、浴室コウキング取替工事
・4,000㎠

Ⅱ 塗装工事（塗料は中国塗料とする。）
塗装工事施工に関し天候の影響や人員配置を十分考慮した上で工事の進行に遅延が出ることが
ないようにすること。

・基本塗料は中国塗料のエポキシ樹脂系錆止と塩化ゴム系(仕上色)を使用すること

・工事工程に関し工事監督員と事前に十分協議すること（塗装箇所の優先順等）

（１）船底外板及び船側外板塗装工事

①船底外板(440㎡）
サンダー掛け １回 50㎡

エピコンジンクリッチプライマー T/U １回 50㎡

バンノー５００ T/U １回 50㎡

シープレミア1000 A/O ２回 880㎡

②船側外板(242㎡）

サンダー掛け １回 50㎡

エピコンジンクリッチプライマー T/U １回 50㎡

バンノー５００ T/U １回 50㎡

アクリ７００ 上塗りＪ白 A/O ２回 484㎡

(２)内舷、化粧煙突、船体構造物(揚錨機、アルミ箱類、ブーム等)及びその他の艤装品等塗装工事

・各部の塗装色は船体構造物は白色、船尾出入口及び通路内、甲板長倉庫出入口、ウェット研
究室出入口、船首マンホール、LPガスボンベ室格納所、スラスター室出入口、魚倉出入口、

脱出口、蓄電池室出入口、漁具庫出入口及び舵機室出入口の各内部、救命浮環４個を含む。

内舷露出部は若草色、甲板機器類は機械色とし、その他については、工事監督員の指示とする。
ただし、化粧煙突上部は、黒色耐熱塗料を塗布すること。

サンダー掛け 1回 １２０㎡

エピコンジンクリッチプライマーB-2 T/U 1回 １２０㎡

バンノー５００ T/U 1回 ２４０㎡
アクリ７００（上塗りJ） A/O 1回 ６００㎡

（３）ウォーターウェイ塗装工事
サンダー掛け １回 4㎡
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エピコンジンクリッチプライマーB-2 T/U １回 4㎡

バンノー５００ A/O １回 80㎡

（４）軸流ファン等塗装工事（下部ダクト内部塗装含む）

サンダー掛け １回 ２㎡
エピコンジンクリッチプライマーB-２ １回 ２㎡

バンノー５００ T/U １回 ２㎡

アクリ７００(上塗りＪ) A/0 １回 20㎡

（５）雨具格納所兼ウェット研究室塗装工事

サンダー掛け １回 １㎡
エピコンジンクリッチプライマーB-2 １回 １㎡

バンノー５００ T/U １回 １㎡

アクリ７００(上塗りＪ) A/0 １回 25㎡

（６）清水タンク、雑用清水タンク塗装工事

各タンク内の剥離部分の塗装を行い、乾燥後あく抜き３回、及び水質検査を実施、検査成績表を
提出すること。

①清水タンク F.P.T（船首バラストタンク） 11.95トン クリンキーパー

F.W.T（船尾左舷清水タンク） 3.42トン クリンキーパー
F.W.T（船尾右舷清水タンク） 3.42トン クリンキーパー

②雑用清水タンク D.W.T（船尾左舷雑用清水タンク）3.22トン クリンキーパー

D.W.T（船尾右舷雑用清水タンク）3.22トン クリンキーパー
マンホールパッキン新替え ５枚

あく抜き ３回

水質検査 １式

（７）各部マーク記入塗装工事

化粧煙突法人マーク、船首尾船名、船籍港、漁船登録番号、空中線トランク注意書き、

ドラフトマーク、各部名称その他、工事監督員の指示により記入すること。
・各塗装色は工事監督員の指示に従うこと

（８）船首桜甲板及びステージ等フェロックス塗装工事
船首桜甲板、船首ステージ、各ステップ等にフェロックス(現色)を塗装すること。

ただし、船首ブルワークの一部、観測用ステージ、船尾遮浪扉は白色とすること。

Ⅲ 鉄等工事
（１）フェアーリーダー点検整備 ４ヶ所

詳細については工事監督員の指示に従うこと。

Ⅳ 電気工事
（１）オートパイロット、ジャイロコンパス点検整備工事

オートパイロット PT500、ジャイロコンパス CMZ700Sの点検整備を行い、試運転時に作動確認を

行うこと。
・支持液交換 １式

・絶縁液及び水銀交換 １式

・各部作動確認（船尾舵機室管制箱含む） １式

電動油圧式舵取機点検整備(Y-WS45T-2P)

・油圧操舵装置ポンプユニット、電磁弁及び作動油交換、オイルタンク内清掃 １式
電磁弁交換（本船支給)

作動油32番 220L

・電動モーター取外しサーボモーターベアリング交換 １式
サーボモーターベアリング２個
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（２）電磁ログ 点検整備工事

横河電子機器㈱ EML500-HV2の船底部センサー部、マスターユニット及び指示器の点検整備を
行い、試運転時に誤差修正を行うこと １式

（３）カラ－魚群探知機・送受波器点検整備工事
古野電気（株）FCV-1500 １台

・モニタ－及び送受波器点検整備を行うこと

・試運転時作動確認のこと

（４）カラーネットレコーダー点検整備復旧工事

古野電気(株)ネットレコーダー CN-2410点検整備を行うこと。
・ネットレコーダー本体CN-2410の送受波器整備をおこなうこと。 １台

（５）航海灯等点検整備工事
各灯火の点検を行い、電球は交換すること。

・マスト灯４０ｗ1個、舷灯４０ｗ１対、船尾灯２０ｗ１個、停泊灯２０ｗ１個

運転不自由灯紅灯４０ｗ２個、曳航灯４０ｗ２個、引き船灯２０ｗ１個
漁業灯緑灯４０ｗ１個、漁業灯紅灯４０ｗ１個、漁業灯白灯２０ｗ１個

・航海灯整備報告書を提出すること。

Ⅴ 厨房内工事

（１）ＬＰガス漏洩検査
ＬＰガスの漏洩検査及び安全弁の圧力検査を行い、検査成績表を提出すること。

なお、漏洩箇所については修復を行うこと。

（２）ディスポーザー点検整備工事

ディスポーザー本体(三和厨理ＳＤ－２２ＢＳ)内部のボルト及びハンマーを交換すること。

ボルト２本 ハンマー２個

（３）冷蔵庫、製氷器薬品洗浄及び点検整備、不良部品交換工事

・ホシザキテーブル冷蔵庫 RT-120SNG、RT-150SNG 各１台

・ホシザキテーブル冷凍庫 FT-120SNG １台
・ホシザキ製氷器 IM-35TL-1 凝縮器ファンモーター １個

凝縮ファン１個

薬品洗浄(製氷器庫内清掃含む)各１式
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（機関部）
○機関室床への保護材敷き、各始動盤の養生及び機器搬出用開口部の開放復旧を行うこと

○分解した付属機器は船内作業の安全確保上、船内放置せず陸揚げすること

○上架工事に伴い汚損や破損した個所は塗装・修復を行うこと
○分解整備機器は全塗装し、復旧後の塗装が困難な機器は組立の時前に塗装実施のこと

Ⅰ 主機関 ヤンマー：Ｔ２４０ＥＴ２ １３００ＰＳ １基

１．シリンダーカバー工事
（１）シリンダーカバー取外し、分解

（２）シリンダーカバー洗浄、カーボン除去掃除

（３）水圧テスト（0.4MPA）、受検

（４）組立、復旧（吸排気管等の取外し、洗浄復旧、燃焼室カーボン除去清掃を含む）
（交換部品）

・ｶﾊﾞｰﾊﾟｯｷﾝ1.0 SUS304 １３４６７３－０１３４１ 6本

・水口Ｏリング（上）P-22A ２４３１６－３５０２２０ 30本
・弁腕ｻﾎﾟｰﾄ台Oﾘﾝｸﾞ P-10 ２４３１１－０００１００ 6本

・弁腕室パッキン １３４６７３－１１３１１ 6本

・高圧管用オイルシール １３４６７３－１１９３１ 6個
・吸気ガスケット ４３４００－００３４９０ 6枚

・排気ガスケット １４７６７３－１３２５０ 6枚

・過給機ガス入口パッキン ４３４００－００３５００ 2枚
・過給機出口の給気連絡管PK １３７６０６－１８１６１ 1枚

・始動弁パッキン １５０６２３－７１０９０ 12枚

・始動弁Ｏリング ２４３１６－０００４２０（本船支給） 6本

２．ピストン及びコンロッド工事

（１）ピストン抜き出し、分解
（２）洗浄、カーボン除去掃除

（３）ピストン圧縮リング及びオイルリング全数取替え

（４）組立、復旧
（交換部品）

・ピストンリングNo1CNPﾒｯｷ １３４６７３－２２１４０ (本船支給) 6本

・ピストンリングNo2 １３４６７２－２２１４０ (本船支給) 6本
・ピストンリングNo3 １３４６７２－２２１５０ (本船支給) 6本

・オイルリング上 １３４６７２－２２２４０ (本船支給) 6本

・オイルリング下 １３４６７３－２２２３０ (本船支給) 6本
・コンロッドボルト １３４６７３－２３２０３ (本船支給）24本

３．シリンダーライナ工事
（１）ライナー抜き出し

（２）ライナー取替、受検、ジャケット面塗装（日本ペイント・ﾊｲﾎﾟﾝ40塗装）

（３）組立・復旧

（交換部品）
・シリンダーライナー （本船支給） 6本

・ゴムパッキン（フッソ） １３４６７３－０１２９０ 6個

・ゴムパッキン（フッソ） １３４６７３ー０１３７０ 6個
・ゴムパッキン（ﾌﾟﾚｰﾝｺﾞﾑ） １３８６１３－０１３０１ 6個

・ゴムパッキン １３８６１３－０１３２０ 6個

・ライナパッキン(SUS） １３４６７３－０１３２０ 6個
・日本ペイント・塗料：ﾊｲﾎﾟﾝ40 4Lセット （他の工事分を含む） 2 式

４．吸排気弁及び動弁装置工事
（１）吸排気弁分解洗浄、摺合わせ、受検

（２）組立・復旧
（交換部品）
・ステムシール １４７６４４－１１５８１ 24個
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５．始動弁、始動分配弁、指圧弁整備
（１）分解整備、摺合わせ、受検

（２）指圧弁 、摺合わせ ６箇所

（３）組立・復旧
（交換部品）

・分配弁本体取付パッキン １４２６１３－７２４６０ 1枚

・分配弁蓋銅パッキン １３７６００－７２４３０ 1枚
・管継手 銅パッキン ２３４１４－１４００００ 20枚

・管継手 銅パッキン ２３４１４－１６００００ 10枚

６．カム軸・歯車ケース工事

（１）カム軸及び歯車ケース開放、点検掃除、受検

（２）各歯車等の主要部計測
①カム軸基準部スラスト隙間

②カム軸中間部外径と軸受内径の隙間

③カム軸中間歯車軸外径とブッシュ内径の隙間
④前部駆動軸と歯車ケース貫通部の隙間

⑤ポンプ駆動中間歯車軸外径とブッシュ内径の隙間

⑥潤滑油ポンプアイドル歯車とメインタイミング歯車のバックラッシュ
⑦カム軸アイドル歯車とメインタイミング歯車のバックラッシュ

⑧カム軸アイドル歯車とカム軸歯車のバックラッシュ

⑨ガバナ歯車とカム軸歯車のバックラッシュ
⑩前部駆動軸と歯車ケース貫通部の隙間

⑪前部駆動カップリングと油切り蓋の隙間

（３）組立・復旧
（交換部品）

・パッキンＡ（OFWフタ） １３４６７３－０１６２０ 1枚

・パッキンＢ（OFWフタ） １３４６７３－０１６３０ 1枚

・ｼﾘｺﾝｹｲ ｴｷｼﾞｮｳｶﾞｽｹｯﾄ ９７７７７０－１２０７Ｆ 2個
・パッキン(コバン36×1.5） ２３４２８－３６００００ 2枚

・パッキン １５１６２３－０１８９０ (本船支給) 1枚

・ケーシング取付台PK １３８６０３－４２１４０ (本船支給) 1枚
・パッキン(5K65×1.5） ２３４３８－０６５０００ (本船支給) 1枚

・ガスケット １４２９０３－５２０８０ (本船支給) 1枚

・パッキン（ｷﾞﾔｹｰｽ.ﾌﾀ） １３４６７３－０１６１０ (本船支給) 1枚
・パッキン（ｷﾞﾔｹｰｽ） １３４６７３－０１５１０ (本船支給) 1枚

７．主軸受メタル、スラストメタル、クランクピンメタル工事
（１）主軸受メタル 開放、受検、復旧

（２）スラストメタル開放、受検、復旧

（３）クランクピンメタル、受検
（交換部品 状態不良の場合は本船支給にて交換）

・ｸﾗﾝｸﾋﾟﾝﾎﾞﾙﾄ廻止め座金 １５１６２３－２３２７２ 12個

・ 〃 廻止めネジ皿バネ １３８６１３－２３２９０ 24個
・メインメタル （状態不良の場合は本船支給にて交換） 7組

・スラストメタル （状態不良の場合は本船支給にて交換） 2組

・クランクピンメタル （状態不良の場合は本船支給にて交換） 6組

８．燃料噴射ポンプ整備

（１）分解整備
（２）プランジャーバレル仕組 ダンパリング仕組み 取替え

（３）組立・復旧

（交換部品）
・デリベリホルダーバックアップリング ２４３７２－０００３９０ 6個

・デリベリホルダーOリング １３４６７４－５１３８１ 6個

・バレル受け用Oリング １４１６１６－５１２２１ 6個
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・アルミパッキン ２３４１５－１８００００ 20個

・アルミパッキン M16プラグ用 ２３４１５－１６００００ 10個
・アルミパッキン マル６×１ ２３４１４－０６００００ 10個

・アルミパッキン ２３４１５－１２００００ 10個

・アルミパッキン ２３４１５－０８００００ 10個
・スピルプロテクター １４１６１６－５１６３０ 12個

・銅パッキン ２３４１４－０８００００ 10個

・燃料入口シールワッシャー ２２１９０－２００００２ 10個
・プランジャーバレル仕組（本船支給） １３４６７４－５１１０５ 6個

・ダンパリング仕組 （本船支給） １４１６１６－５１８８０ 6個

９．調速機整備（ウッドワード：ＵＧ－８Ｌ）

（１）分解点検整備、受検

（２）部品交換
（３）組立・復旧 駆動ベベルギヤのバックラッシュ計測

（４）予備調速機と換装調整

（交換部品）
・定期検査用必要部品 1式

１０．機付高温清水ポンプ整備
（１）分解点検整備・メカニカルシール取替え、受検

（インペラ・インペラリング不良の場合は本船支給）

（２）インペラボス外径とインペラーリング内径の隙間計測
（３）組立・復旧

（交換部品）

・ケーシングトリツケダイPK １３８６０３－４２１４０ 1枚
・オイルシール １３８６０３－４２４８０ 1個

・メカニカルシール １３８６０３－４２４９２ 1個

・ベアリング（大：６３０８） ２４１０１－０６３０８４ 1個

・ベアリング（小：６２０８） ２４１０２－０６２０８４ 1個
・Oリング １３８６０３－４２０５０ 1個

・座金（インペラ用） １４１６１６－４２２７０ 1枚

・座金（ギヤ用） １３３９７０－４４８１０ 1枚
・コラム入口パッキン ２３４３８－０６５０００ 6枚

・オイルシールカラー １３８６０３－４２４７０ 1個

１１．機付潤滑油ポンプ整備

（１）分解点検整備、部品交換・受検

（２）隙間計測
①ポンプ軸とブッシュ ②ケーシングと歯車外周 ③ケースと歯車サイド

（３）組立・復旧

（交換部品）
・パッキン １３８６１３－３２３６０ 1枚

・ベアリング（６３０９） ２４１０１－０６３０９４ 1個

・座金 １３８６１３－３２２５０ 1枚
・座金 １３８６１３－３２４５０ 1枚

１２．機付燃料供給ポンプ整備
（１）分解点検整備 受検

（２）オイルシール、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ取替 （ローター状態不良の場合は本船支給にて交換）

（３）組立・復旧
（交換部品）

・取付パッキン １４２９０３－５２０８０ 1枚

・オイルシール １５１６７３－５２６７０ 2個
・ベアリング（６３０５） ２４１０１－０６３０５４ 1個

・ベアリング（６２０５） ２４１０１－０６２０５４ 1個

・Oリング 4D G70.0 ２４３２６－０００７００ 1個
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・カバーパッキン １３７６０３－５２０２１ 1枚

・パッキン １３７６００－５２４９０ 1枚
・調圧Ｏリング ２４３１６－０００１４０ 10個

１３．過給機（ＩＨＩ：ＶＴＲ２０１）整備
（１）分解、排気、冷却水通路清掃、主要部計測、水圧テスト（0.3MPA）受検

（２）タービン及びブロワー・消音フイルターセグメント 分解掃除

（３）部品交換
（４）ローター動的バランス調整

（５）組立・復旧、オイル交換（オイル本船支給）

（交換部品 本船支給）
・パッキン ４３４００－００３５００ 2枚

・パッキン（カキュウキ） １３８６８３－１８６３１ 1枚

・マワリドメリング XNN１６９９１１ 2個
・ピストンリング XNN１６９９１２ 2個

・マワリドメウケガネ XNN２０９９０８ 2個

・アプセットBT（M4×２２） XNN２５９９３０ 6個
・パッキン（１４８／１９７） XNN２０４６０８ 2枚

・パッキン XNN２０N５６N２８ 3枚

・パッキン XNN２０５２２７ 4枚
・スイコミフィルタ XNN４３３４２２ 1枚

・ラビリンスブッシュ(40.5/59) XNN２０５４０５ 1個

・ラビリンスブッシュ XNN２０９１０９ 1個
・アブラキリ（ラビリンスツキ） XNN２０９９４２ 2個

・パッキン １．０T XNN１６４６０５ 4枚

・アブラフンシャノズル XNN２０９９０６ 2個
・ノズルニップル(状態良ければ継続使用） 取説付図NO ３７１３ 2個

・ガスケット（マル ３００） ２３４４０－３０００００ 2個

・ベアリング（ブロワーガワ） XNN４６N０３N９０ 1個

・ベアリング（タービンガワ） XNN４６N８９N００ 1個

１４．主機空気冷却器整備

（１）冷却管点検掃除 （水室カバー内部日本ペイント・ﾊｲﾎﾟﾝ40塗装）
（２）空気側伝熱面 薬液洗浄

（３）フラッパー駆動軸Oリング取替え

（４）圧力テスト（0.3MPA）受検、復旧
（交換部品）

・水蓋パッキン（上） １４７６４２－１８６１１ 1枚

・水蓋パッキン（下） １４７６４２－１８６３１ 1枚
・出口パッキン(ｺﾙﾃｯｸｽPK） １３８６１３－１８３６０ 2枚

・継手Oリング ２４３２６－００１６５０ 1本

・ｴｱｰﾀﾞｸﾄﾊﾟｯｷﾝ入口・出口 ＊シートパッキンで造船所作製 2枚
・パッキン(ﾎｺﾞﾃﾂ取付ﾌﾗﾝｼﾞ） １３９６５４－１８７４０ 2枚

・フラッパーOリング（小） ２４３１４－０００２１０（本船支給）

・フラッパーOリング（大） ２４３１４－０００３５０（本船支給）

１５．主機防振装置 換装工事（造船所よりヤンマー技術者の出向と指揮を依頼の事）

（１）防振支持ゴム 換装 8個
（２）減速機側RATOゴム継手換装 1組

①換装後に計測用エレメントNoを刻印

②係留試運転後に変移計測用ポンチマーク打
（３）増速機側RATOゴム継手換装 1個

①換装後に計測用Noを刻印

②係留試運転後に変移計測用ポンチマーク打
（４）各種配管ゴム継手換装 80A(2)65A(4)50A(4)25A(1)20A(1)15A(1)10A(4) 計18個

（５）軸芯調整

（６）フィールドバランス調整
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（交換部品 *本船支給）

・MG側ゴム継手RATO-S2521-BR2300 ｴﾚﾒﾝﾄ ４５４２３－０１８６６０ 1式
・ME前ゴム継手RATO-S1721-BR2300 ｴﾚﾒﾝﾄ ４５４２３－０１７０６１ 1式

・防振支持ゴム ４１４００－０１２７５０－Ａ 8個

・LO主管入口用フレキホース 50A ４３７２０－０１２５４０－Ａ 1個
・LOP入口用フレキホース 50A ４３７２０－０１２５４０－Ａ 1個

・LOP出口用フレキホース 50A ４３７２０－０１２６８０－Ａ 1個

・ミスト用 フレキホース 50A ４３７２０－０１２６８０－Ａ 1個
・ｵｲﾙﾊﾟﾝ出口用フレキホース 80A ４３７２０－０１２７００－Ａ 2個

・LFW機関出入口フレキホース 65A ４３７２０－０１２６９０－Ａ 2個

・FO非常入口フレキホース 25A ４３７２０－０１０８７０－Ａ 1個
・HFW非常入口フレキホース 65A ４３７２０－０１４０１０－Ａ 1個

・HFW機関出口フレキホース 65A ４３７２０－０１４０１０－Ａ 1個

・FO機関入口用フレキホース 15A ４３７２０－０１０８５０－Ａ 1個
・始動Are入口用フレキホース 20A ４３７２０－０１０９４０－Ａ 1個

・HFW入口用フレキホース/予備65A ４３７２０－０１３９５０－Ａ 1個

・センサー用フレキホース 10A ９×４５０×０２×０２ 4個

１６．主機清水冷却器整備

（１）冷却管点検掃除 （水室カバーは日本ペイント・ﾊｲﾎﾟﾝ40塗装）
（２）多管伝熱器抜き出し 薬液洗浄

（３）保護亜鉛点検取替え

（４）水圧テスト（0.3MPA）受検、復旧
（交換部品）

・清水ｸｰﾗｰ水配管側蓋ﾊﾟｯｷﾝ ４２４１０－００６１８１ 1枚

・清水ｸｰﾗｰ Zn蓋ﾊﾟｯｷﾝ １３７８００－３３３８０ 6枚
・ﾊﾟｯｷﾝ（SW入出蓋管板外用） ４２４１０－００６２９１ 1枚

・保護亜鉛 ２７２００－４００８００（本船支給） 6個

・Ｏﾘﾝｸﾞ（清水ｸｰﾗｰ反転蓋側） ２４３１１－００３３５０（本船支給） 1枚

・ﾊﾟｯｷﾝ(清水ｸｰﾗｰ80Aﾌﾗﾝｼﾞ用） ２３４３８－０８００００（本船支給） 4枚
・清水ｸｰﾗｰ冷却管板取付ﾊﾟｯｷﾝ ４２４１０－００６３００（本船支給） 1枚

・パッキン（ﾈｼﾞﾌﾟﾗｸﾞ用） １２７６１０－１１７６０（本船支給） 2個

１７．主機潤滑油冷却器整備

（１）冷却管点検掃除 （水室カバーは日本ペイント・ﾊｲﾎﾟﾝ40塗装）

（２）保護亜鉛点検取替え
（３）温調弁 作動点検掃除

（４）圧力テスト（0.3MPA）受検、復旧

(交換部品）
・Ｏリング ２４３２１－００２０００ 2本

・温調弁蓋用Oリング 1A G-65 ２４３２１－０００６５０ 1本

・保護亜鉛 ２７２００－４００４００ 2個
・亜鉛取付用パッキン １３７８００－３３９８８ 2枚

・パッキン（亜鉛用） １３２３１０－０９３３０ 2枚

・クーラーパッキン １３９６５４－３３１２１(本船支給） 2枚

１８．主機燃料及び潤滑油こし器掃除、蓋Ｏリング取替え

①第１FO濾器 ②第２FO濾器 ③FO流量計
④第１LO濾器 ⑤第２LO濾器 計５箇所

（交換部品 ＊本船支給）

・燃料油第１濾器Ｏリング(蓋用） Ｇ－１０５ 24326-001050 2個
・燃料油第２濾器Ｏリング(締付ﾅｯﾄ用）20-PE/B-#1.7LE-1-X/D A-18 2個

・燃料油第２濾器ゴムパッキン(ｹｰｽ座用) 137600-55910 2個

１９．各主要箇所の計測 及び 探傷検査施行

（１）主要箇所計測

① クランクデフレクション 計測（上架前・下架後・試運転後）
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② シリンダライナー内径 計測

③ ピストン外径 計測
④ ピストンリング溝 計測

⑤ ピストンリング厚さ・幅・突き合せ隙間 計測

⑥ ピストンピンボス内径 計測
⑦ ピストンピン外径＆ピンメタル計測

⑧ クランクピン外径＆メタル内径計測

⑨ クランクジャーナル外径 計測
⑩ メインメタル内径計測 計測

⑪ クランク軸サイドクリアランス計測

⑫ クランク軸の芯振れ 計測
⑬ 吸排気弁棒外径２カ所 計測

⑭ 吸排気弁案内内径２カ所 計測

⑮ 吸排気弁座当たり外径 計測（摺合せ後計測）
⑯ 吸排気弁傘厚み 計測（摺合せ後計測）

⑰ 吸排気弁座シート巾 計測（摺合せ後計測）

⑱ 吸排気弁腕メタル隙間 計測

（２）主要箇所の探傷検査 磁気探傷検査施行（本船立会い）

① 連接棒大端部メタルセレーション
② 主軸受けメタルカバーセレーション

③ クランクピンメタルカバーセレーション

④ クランクピンボルト
⑤ ピストンピン

⑥ プロペラ軸テーパー部

（３）主要箇所の探傷検査 カラーチェック施行

① シリンダカバー燃焼面

② ピストン頂面

③ ピストンピンメタル
④ クランクピンメタル

⑤ クランクピン

⑥ 吸排気弁棒
⑦ プロペラ翼基部およびクロスヘッド

（使用雑材等）

・カラーチェックスプレーセット 2組

（４）防振支持器及びRATO継手等の計測

① 船尾管隙間 （上架直後）
② 防振支持ゴム沈降量計測 （取替直後・軸芯調整前・試運転後）

③ RATO継手変位量 計測 (試運転後）

２０．主機冷却低温清水ポンプ整備(大東：FCL-80MT)

（１）分解点検整備・メカニカルシール取替え 受検

（２）駆動モーター整備、ベアリング交換
（３）組立・復旧

(交換部品）

・メカニカルシール BEA５６００３０N 1個
・Oリング AS５６８－２７０ 1本

・座金（インペラー取付） 1枚

・ベアリング ６３０６ＺＺ 2個

２１．主機冷却海水ポンプ整備(大東：FCL-100MT-7)

（１）分解点検整備(ケーシング内防食塗装）メカニカルシール取替え 受検
（２）駆動モーター整備、ベアリング交換

（３）組立・復旧

(交換部品）
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・メカニカルシール BEA５６００３５N 1個

・Oリング AS５６８ー２７０ 1本
・座金（インペラー取付） 1枚

・ベアリング ６３０８ＺＺ 1個

・ベアリング ６３０６ＺＺ 1個

Ⅱ 発電機関 ヤンマー：６ＨＡＬ２－ＨＴＮ ２１７ＰＳ（２基）

１．シリンダーカバー工事

（１）カバー取外し、分解

（２）洗浄、カーボン除去掃除、水圧テスト（0.3MPA）
（３）ピストン頂面カーボン除去

（４）組立、復旧（吸気管等の取外し、燃焼室カーボン除去、排気管清掃を含む）

（交換部品）

・ヘッドガスケット １２６６２５－０１３３０ 4枚
・吸気マニホールドパッキン １２６６３５－１２１３１ 12枚

・排気マニホールドパッキン １２６６３４－１３２１１ 12枚

・排気ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ蓋ｶﾞｽｹｯﾄ １２３６７２－１３２２０ 4枚
・ICエアーダクトパッキン １２６６２５－１８１５１ 2枚

・ICキュウキゴムホース １２６６３５－１８２０１ 2個

・クランク室ソク蓋パッキン １２６６５０－０１４１１ 4枚
・清水冷却器OutパッキンFiｇ34－ 3 １２６６６０－４９４２０ 2枚

・清水冷却器In 〃 Fiｇ34－15 １２６６６０－４９３６０ 2枚

・清水〃ﾊﾞｲﾊﾟｽOutパッキンFiｇ34－4 １２６６６０－４９４３０ 2枚
・Ｏリング Fiｇ34－18 &19 1A G45 ２４３２１－０００４５０ 8本

・Ｏリング Fiｇ34－8 1A G55 ２４３２１－０００５５０ 4本

２．ピストン及びコンロッド工事

（１）ピストン抜出し、分解

（２）洗浄、カーボン除去掃除
（３）ピストン圧縮リング及びオイルリング全数取替え

（４）組立、復旧

（交換部品）
・ピストンリングＳＥＴ ７２６６７１－２２５００ 12 Set

・クランクピンメタル １２６６２５－２３２２１ 12組

・ロッドボルトナット １２６６４０－２３２５０ 24本

３．シリンダーライナー工事

（１）ライナー抜き出し
（２）ジャケット面清掃、受検、防蝕塗装（日本ペイント・ﾊｲﾎﾟﾝ40塗装）

（３）シリンダーライナーホーニング （ホーニング道具・切削油 本船支給）

（４）組立・復旧
（交換部品）

・ライナーゴムＰＫ＊ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝ １２６６５０－０１３０１ 12枚

・ライナーゴムＰＫ＊ﾆﾄﾘﾙ １２６６５０－０１３１１ 24枚
・Ｏリング １４４６２６－０１３２２ 12本

・パッキン(ノンアス） １２６６３０－４９６９３ 2枚

・パッキン(ノンアス） １２６６５０－４９７１１ 2枚

・Ｏリング １Ａ Ｇ５０ ２４３２１－０００５００ 4本
・Ｏリング １Ａ Ｇ５５ ２４３２１－０００５５０ 4本

・Ｏリング １Ａ Ｇ４０ ２４３２１－０００４００ 2本

・CW連絡室フタA用パッキン １２６６３０－４９６９３ 2枚
・CW連絡室フタB用パッキン １２６６５０－４９７１１ 2枚

４．吸排気弁及び動弁装置工事
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（１）吸排気弁分解洗浄、摺合わせ 受検

（２）組立・復旧
（交換部品）

・ステムシール １２６６２８－１１１５０ 24個
・バルブローテーター（左舷機のみ） １２６６３５－１１１８０ (本船支給）

５．主軸受メタル、スラストメタル、クランクピンメタル工事

（１）主軸受メタル開放、 交換、受検、復旧
（２）スラストメタル開放、交換、受検、復旧

（３）クランクピンメタル 受検

（交換部品）
・メンメタル（ベース） １２６６２５－０２４５０ 2組

・メンメタル（センター） １２６６２５－０２４６０ 10組

・メンメタル（ギアー） １２６６２５－０２４７０ 2組
・スラストメタル １２６６５０－０２１９０ 4組

・オイルパンパッキン（上） １２６６３０－０１７３３ 2枚

・オイルパンパッキン（下） １２６６６０－０１７９０ 2枚
・フライホイルハウジングパッキン １２６６２５－０１６８０ 2枚

・フライホイルハウジングオイルシール１２６６２５－０１６２０ 2個

・フライホイルハウジングＯリング ２４３２１－００１９００ 2本
・スピーディースリーブ(フライホイル) ９９５９５ 2個

・スピーディースリーブ(ギアケース） ９９４３５ 2個

６．燃料噴射ポンプ整備

（１）燃料噴射ポンプ分解点検整備、受検

（２）部品交換整備
（３）噴射量テスト

（４）整備後１・２号機とも予備ポンプに換装

（交換部品）
・プランジャーブロック Ｘ１３４１６５１４２３ 12組

・ベアリング Ｘ０１６６５０２２３０ 4個

・センタベアリング Ｘ１３４３０６０３００ 2個
・Ｏリング Ｘ０２９６３５５０１０ 2個

・パッキン Ｘ１３４０４２１４００ 2個

・ガスケット Ｘ０２６５２４２９４０ 2個
・パッキン Ｘ１３１０４１０８００ 2個

・ガスケット Ｘ０２６５１０３４０ 4個

・ガスケット Ｘ０２６５１４１８４０ 4個

・オイルシール Ｘ１３９６２５００００ 2個
・オーバーフローバルブ Ｘ１３１４２５１６２０ 2個

・ガスケット Ｘ１５４３７１５６００ 2個

・フィードポンプチェック弁 １２１８２０－５２２１０ 8個
・フィードポンプチェック弁スプリング１２１８２０－５２５１０ 8個

・パッキン（スプリングオサエ） １２１８２０－５２０５０ 8個

・プライミングポンプカバー １２１８０－５２４００ 2個
・スリーブ １３４５６３－０９００ 2個

・ガスケット １５４３９０－０３００ 2個

・ガスケット キット １３１４９９－３０２０ 2組

７．燃料ポンプギヤケース開放点検整備

（１）ベアリング及びシール取替
（２）各歯車のサイドクリアランスやバックラッシの計測

（３）組立・復旧

（交換部品）
・シタツキ座金 １３５４１０－５４４３０ 2枚

・パッキン（軸受箱） １２６６１７－５４４３２ 2枚

・ベアリング（６２０７） ２４１０１－０６２０７４ 2個



14/28

・ベアリング（６３０８） ２４１０１－０６３０８４ 2個

・オイルシール ２４４２３－３５５００８ 2個

８．カム軸及び歯車ケース開放点検整備

（１）カム軸点検、受検
（２）カム駆動歯車清掃点検、主要部計測

（３）組立・復旧

（交換部品）
・パッキン(ギヤ－ケース) １２６６３０－０１５１１ 2枚

・オイルシール（前部） １２６６３０－０１７５１ 2個

・パッキン（前部蓋） １２６６３０－０１４７１ 2枚
・パッキン（ギヤ－ケース蓋） １２６６６０－０１５３０ 2枚

９．冷却清水ポンプ整備
（１）分解点検整備・ボールベアリング・オイルシール取替え、受検

（２）組立・復旧 （ケーシングカバー取付前に軸芯の計測）

（ポンプシャフト不良の場合は交換）
（交換部品）

・オイルシール １２６６６５－４３４００ 2個

・メカニカルシール １２６６３０－４３１６１ 2個
・ポンプ用パッキン １２６６３０－４３１１２ 2枚

・ベアリング ６３０５ ２４１０１－０６３０５４ 4個

・Ｏリング Ｐ－２０ ２４３１１－０００２００ 2本
・ポンプ取付パッキン １２３６６０－０１５８０ 2枚

・インペラー用シャフトAssy １２６６６０－４３２４１ 1組

１０．冷却海水ポンプ整備

（１）分解点検整備・ボールベアリング・オイルシール取替え、受検

（２）インペラ交換（点検時継続使用が可能の場合は予備として保管）

（３）組立・復旧 （ケーシングカバー取付前に軸芯の計測）
（ポンプシャフト不良の場合は交換）

（交換部品）

・ポンプ取付パッキン １２３６６０－０１５８０ 2枚
・メカニカルシール １２６６５０－４２１６１ 2個

・オイルシール １２６６６５－４３４００ 2個

・パッキン ２３４１４－１３００００ 4枚
・ベアリング ６３０５ ２４１０１－０６３０５４ 2個

・ベアリング ６３０５Ｕ ２４１０２－０６３０５４ 2個

・Ｏリング Ｇ－１３５ ２４３２１－００１３５０ 2本
・インペラ １２６６６５－４２２３０ 2枚

・インペラー用シャフトAssy １２６６６５－４２２４０ 1組

１１．潤滑油ポンプ整備
（１）取外し点検、受検

（２）取付・復旧

（交換部品）
・折り曲げ座金 １２２５１０－１４１３０ 2枚

・Ｏリング １A G ４５．０ ２４３２１－０００４５０ 2本

・パッキン（LOポンプ出口） １２６６５０－３２１０２ 2枚
・パッキン（LO出口配管） １４４６２６－３２６６２ 2枚

・軸ブッシュ(ケーシング側) １２６６３０－３２１４１ 2個

・軸ブッシュ(ソク蓋側) １２６６３０－３２１５１ 2個

１２．過給機整備

（１）分解点検整備、受検
（２）部品交換（ｵ-ﾊﾞｰﾎｰﾙｷｯﾄ一式）

（３）主要箇所計測

（４）組立・復旧
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（交換部品）

・Ｏリング ９４０３０６－９００６９ 2本
・ピストンリング ９４０３８１－８００００ 4本

・ピストンリング ９４０３８１－８００３０ 2本

・ベアリング ９４１０３９－４０００１ 4個
・スラストカラー ９４１０８０－００００１ 2個

・シールリング ９４００４２－４０００９ 2個

・ベアリング ９４４３６８－６０００１ 2個
・プレフィルター １２７６９５－１８５３０ 2枚

・ｶﾞｽｹｯﾄ（取付け座金ｶﾞｽ入口） １４８８１６－１８４０４ 2枚

・ｶﾞｽｹｯﾄ（排気出口側） １２７６７５－１８４００ 2枚
・ｶﾞｽｹｯﾄ（上側ＬＯ注油） １２３６８８－３９７２１ 2枚

・ｶﾞｽｹｯﾄ（下側ＬＯ戻り） １２３６８８－３９７９１ 2枚

・ﾋｰﾊﾟ-ﾊﾟｯｷﾝ（ｵｲﾙﾊﾟﾝ戻り口） ２３４２７－２３００００ 2枚
・リテーニングリング ９４００４４－６００８１ 3枚

１３．空気冷却器整備
（１）分解点検整備

（２）水圧テスト（0.3MPA）受検、復旧

（交換部品）
・パッキン（エアダクト) １２６６２５－１８１５１ 2枚

・パッキン（インタークーラー) １２６６２５－１８１１１ 4枚

・Ｏリング（インタークーラー) １２６６２５－１８０９０ 8本
・ゴムホース（エアダクトＢ) １２８６２７－１８２８１ 2本

・キュウキゴムホース １２６６３５－１８２０１ 2本

１４．清水冷却器整備

（１）分解点検整備、水室カバーはﾊｲﾎﾟﾝ40塗装

（２）温調弁点検掃除・保護亜鉛取替え

（３）水圧テスト（0.3MPA）受検、復旧
（交換部品）

・パッキン（セイスイクーラー） １２６６６０－４４１１０ 2枚

・パッキン １２６６８３－４９１４０ 4枚
・Oリング 1A G210.0 ２４３２１－００２１００ 4本

・シキリ CMP １２６６８３－４４５３０ 2

・パッキン（ホゴアエンヨウ） １３２３１０－０９３３０ 8枚
・保護亜鉛 ４０×４０ ２７２００－４００４００ 8個

・サーモスタットフタパッキン １２６６６０－４４３６０ 2枚

・パッキン １２７６１０－１１７６０ 2個
・パッキン(CFWC OUT) １２６６６０－４９４２０ 2枚

・パッキン（バイパス OUT) １２６６６０－４９４３０ 2枚

・パッキン（I/C IN/OUT) １２６６６０－４９４４０ 2枚
・Oリング 1A G ５５．０ ２４３２１－０００５５０ 2本

・パッキン（FWC IN) １２６６６０－４９３６０ 2枚

・Oリング 1A G ４５．０ ２４３２１－０００４５０ 8本
・パッキン(ノンアス) １２８６１０－４９１７１ 2枚

・保護亜鉛フランジパッキン １４５６４０－０９３３１ 8枚

・CW連結蓋パッキン １２６６３０－４９６９３ 2枚
・CW連結蓋Oリング P-29 ２４３１６－０００２９０ 4個

１５．潤滑油冷却器整備
（１）分解点検整備

（２）水圧テスト（0.3MPA）受検、復旧

（交換部品）
・パッキン(オイルクーラー蓋） １２６６２５－３３０２０ 2枚

・パッキン １２６６２５－３３０８１ 4枚

・Ｏリング １A G ３５．０ ２４３２１－０００３５０ 20本
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・パッキン(オイルクーラー）(ﾉﾝｱｽ） １２６６３０－３３０８２ 4枚

１６．各主要箇所の計測 及び 探傷検査施行

（１）主要箇所計測

① クランクデフレクション 計測（上架前・下架後）
② シリンダライナー内径 計測

③ ピストン外径 計測

④ ピストンリング溝幅 計測
⑤ ピストンリング厚さ・幅・突き合せ隙間 計測（新品の場合は１気筒分）

⑥ ピストンピンボス内径 計測

⑦ ピストンピン外径＆ピンメタル計測
⑧ クランクピン外径＆メタル内径計測

⑨ クランクジャーナル外径 計測

⑩ メインメタル内径計測 計測
⑪ クランク軸サイドクリアランス計測

⑫ クランク軸の芯振れ 計測

⑬ 吸排気弁棒外径２カ所 計測
⑭ 吸排気弁案内内径２カ所 計測

⑮ 吸排気弁傘厚み 計測（摺合せ後計測）

⑯ 吸排気弁の沈下量 計測(摺合わせ後計測）
⑰ 吸排気弁腕メタル隙間 計測

（２）主要箇所の探傷検査 カラーチェック施行
① シリンダカバー燃焼面

② ピストン頂面

③ シリンダーライナーフランジ部
④ 連接棒大端部メタル裏金

⑤ ピストンピン

⑥ ピストンピンメタル

⑦ クランクピンメタル
⑧ クランクピン

⑨ クランクジャーナル

⑩ 吸排気弁棒

Ⅲ 機関一般工事

１．減速装置(ﾆｲｶﾞﾀ ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ：MGR-1843VC37)工事
（１）減速機工事

① 減速機分解点検、受検

② 部品交換
③ 復旧

（２）ストレーナー点検掃除、Ｏリング類取替え

①MG機付LOP吸入 ②予備MG.LOP吸入 ③予備CPP.P吸入
④クラッチ嵌脱弁 ⑤MG.LOオートクリーナー 計５箇所

（３）潤滑油冷却器開放掃除、保護亜鉛点検取替え、受検、復旧

（水室カバーはﾊｲﾎﾟﾝ40塗装）
（４）オイル交換（本船作業）

（５）主要部計測 ①減速小歯車ｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ ②ｸﾗｯﾁ駆動ﾘﾝｸﾞｼﾝﾀｰﾌﾟﾚｰﾄ

③ｼﾝﾀｰﾌﾟﾚｰﾄ ④ｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ ⑤ｸﾗｯﾁ戻ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ自由長さ
⑥ﾌﾞｯｼｭ隙間 ⑦ﾋﾟﾆｵﾝ＆ﾎｲｰﾙのﾊﾞｯｸﾗｯｼｭ（基準表添付 P18)

（交換部品）

・IP軸ﾋﾟｽﾄﾝ０リング Φ11.8×2.4 図番33 Y31-N048002030 5個
・IP軸ﾋﾟｽﾄﾝ０リング Φ189.5×8.4 図番45 Y31-N048120042 1個

・IP軸ボルト用スプリング 図番12 Y31-N050025116 3個

・IP軸ボルト用スプリング 図番13 Y31-N050025117 6個
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・IP軸ＣＬボルト 図番14 Y31-22A002252M 12個

・IP軸Pダイ用銅パッキン Y31-N370212915 6個
・IP軸 ﾈｼﾞﾌﾟﾗｸﾞ用銅パッキン 図番3 Y31-N370263615 2個

・IP軸駆動軸シールリングΦ60×2.4t 図番31 Y31-N412206024 5個

・IP軸ﾌﾗｲﾔ入口ガスケット 図番21 Y31-22A001066 1個
・IP軸Ⅴリング Φ286.3×6.5t 図番18 Y31-22A008630 1個

・IP軸 ﾎﾟﾝﾌﾟ台 ｶﾞｽｹｯﾄ 261d×320D 図番29 Y31-221040180 1個

・OP継手フライヤ ガスケット 図番8 Y31-22A000869 1枚
・予備LO ｽﾄﾚ-ﾅ- ガスケット 図番3 Y31-N074207541 1個

・HSG 銅パッキン 10.5d×16D 図番37 Y31-N370101610 1個

・HSG 銅パッキン 13.5d×19D 図番38 Y31-N370131910 1個
・HSG 銅パッキン 17.5d×24D 図番39 Y31-N370172415 1個

・HSG 銅パッキン 34d×44D 図番44 Y31-N370334415 2個

・HSG ｶﾊﾞｰ用ガスケット 224×125 図番4 Y31-N418221210 1個
・HSG ｶﾊﾞｰ用ガスケット 250×180 図番5 Y31-N418251810 1個

・HSG ｶﾊﾞｰ用ガスケット 315×224 図番6 Y31-N418312210 1個

・HSG ｶﾊﾞｰ用ガスケット 355×200 図番7 Y31-N418352010 2個
・HSG ｶﾊﾞｰ用ガスケット 355×250 図番8 Y31-N418352510 1個

・HSG ﾁｪｯｸ弁ガスケット角 102×0.8t Y31-N4180088 1個

・HSG ガスケット 125×65 図番17 22A004353 1個
・HSG ガスケット 112×112 図番18 Y31-22A006799 1個

・HSG ガスケット 102×102 図番19 Y31-22A017994 1個

・HSG ガスケット 45d×95D 図番23 Y31-221021511D 2個
・HSG ガスケット 132×86 図番25 Y31-221035999 2個

・予油P 濾器配管 ガスケット 図番3 Y31-N074207541 5個

・予油Pﾎﾟﾝﾌﾟ台銅ﾊﾟｯｷﾝ 28d×36D 図番6 Y31-N370263615 1個
・予油P 濾器配管 ガスケット 図番11 Y31-221021511F 1個

・予CPPガスケット 102D 図番3 Y31-221109927A 2個

・予油P濾器配管用０ﾘﾝｸﾞΦ39.4×3.1 図番47 Y31-N048004041 13個

・予CPP油P濾器配管０ﾘﾝｸﾞΦ59.4×3.1図番5 Y31-N048006038 4個
・油P濾器 ０リング Φ44.4×3.1 図番51 Y31-N048006043 5個

・ﾁｪｯｸ弁 ｶﾗｰ用 ０リング 図番5 Y31-N048006034 1個

・ﾁｪｯｸ弁 蓋用 ガスケット 図番7 Y31-22A000087 1個
・ﾁｪｯｸ弁 取付座 ガスケット 図番１ Y31-22A000088 2個

・ﾁｪｯｸ弁 ガスケット 図番10 Y31-22A000088A 1個

・HSG 銅パッキン 図番39 Y31-N370172415 2個
・C嵌SV 濾器ﾄﾞﾚﾝ ０リング 図番3 Y31-N048002035 2個

・ﾌｲﾙﾀ ０リング 不明 Y31-N048004064 1個

・ｵｰﾄｸﾘｰﾅｰ取付台０ﾘﾝｸﾞΦ104.6×5.7 図番1 Y31-N048015003 1個
・ﾌｲﾙﾀ リング 不明 Y31-22A013477 2個

・ﾌｲﾙﾀ リング 不明 Y31-22A013477A 2個

・ｳｲﾝｸﾞP ガスケット 110×65×0.8 図番13 Y31-22A000222 1個
・ｳｲﾝｸﾞP ガスケット 角60×60 図番32 Y31-221103185 1個

・予LO圧力計 ｶﾝﾂｷﾞﾃ ガスケット 図番9 Y31-221011994 2個

・圧力SW ｶﾝﾂｷﾞﾃ ガスケット 図番14 Y31-221011994A 4個
・端子箱 ｶﾝﾂｷﾞﾃ ガスケット 図番12 Y31-22A000125 1個

（交換部品① 本船支給 ）

・IP軸ﾎﾟﾝﾌﾟ側 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ（受注後3ｶ月）図番34 Y31-N52232400G 1個
（交換部品②ストレーナー 本船支給）

・ｸﾗｯﾁ嵌脱弁ｽﾄﾚｰﾅｰOﾘﾝｸﾞ N048006035 54.4A×3.1φ 2本

・予備MG・P吸入用ガスケット 221109927A 102.0×0.8t 1枚
・予備CPP P吸入用ガスケット 221109927A 102.0×0.8t 1枚

・予備MGP機付MGPｽﾄﾚﾅｰ銅ﾊﾟｯｷﾝ N370263615 28d×36D 1枚

・予油P濾器配管０ﾘﾝｸﾞΦ64.4×3.1 図番3 Y31-N048010042 1個
・ｵｰﾄｸﾘｰﾅｰ蓋ガスケット 100d×0.8t 図番4 Y31-221108129 1個

（交換部品③LOクーラー 本船支給）

・ｸｰﾗｰ アエン用プラグ 図番1 22A000238A 4個
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・ｸｰﾗｰ アエン M30×2 M6ｽﾀｯﾄﾞ付 図番4 Y31-22A002908 8個

・ｸｰﾗｰ水室 船首ｶﾗｰ ガスケット 図番11 Y31-221041654 1個
・ｸｰﾗｰ水室 船首側蓋 ガスケット 図番14 Y31-221041655 1個

・ｸｰﾗｰ ZN取付 ガスケット 図番3 Y31-221041656 4個

・ｸｰﾗｰ ZNﾌﾟﾗｸﾞ取付 ガスケット 図番2 Y31-221041657 4個
・ｸｰﾗｰ ０リング 図番8 NO48015037 4本

２．プロペラ(ｶﾓﾒ：CPR-53AVCN-1)工事
（１）プロペラボス分解点検整備 Ｏリング等交換（ボス内グリスの水混入有無確認）

（２）ボス組立後0.1Mpa圧力テスト、グリス補給（出光エポネックス０＃ ２缶）

（３）プロペラシャフト抜出し清掃・軸テーパー部磁気探傷検査、受検
（４）プロペラ翼サンダー研磨、基部カラーチェック施行、受検

（５）プロペラクロスヘッドおよびプロペラ軸の主要部計測（基準表添付 5-25/26)

（６）船尾管内 錆取り清掃 エピコン黒塗装
（７）ロープガード取外し、保護亜鉛交換、掃除

（８）組立・復旧、ペラコート塗布

（交換部品）
・羽根吊り上げ穴用プラグ 4個

・変節軸金物Oリング 図番２－３ 2個

・翼角Ｄリング 図番２－８ 4個
・プロペラ軸船尾側ブッシュ用Oリング 図番２－１３ 1個

・艏側ﾎﾞｽパッキン抑え用Ｏﾘﾝｸﾞ 図番２－２２ 1本

・プロペラ軸船首側ブッシュ用Oリング 図番３－３７ 1個
・プロペラ軸船首側ブッシュ用Uパッキン 図番３－３８ 2個

・ペラクリーン 中国塗料ニューペラクリンPLUS 1Set

・グリス 出光エポネックス０＃ 18L缶 2缶
・船尾管端部防食亜鉛 図SR1820440 図番2 φ410×φ340×20t

穴数12-φ11 二つ割れ 1組

・ボスプラグ ＳＴ３５０３８１４ （本船支給） 2個

・ボスプラグ ＳＴ３５０１４１４ （本船支給） 2個

３．変節装置整備（ｶﾓﾒ：53-R-AVCN-1)

（１）油圧シリンダー分解、ピストン抜出し清掃点検、受検
（２）組立・復旧

（交換部品）参照図「変節装置組立図3図-1」

・軸継手パッキングランド用Oリング 図番 3 1個
・プロペラ軸船首側テーパー端用Oリング 図番 7 1個

・プロペラ軸継手ナット用Oリング 図番 8 1個

・プロペラ軸継手ナット用バックアップリング図番 9 1個
・プロペラ軸継手ナット用Oリング 図番10 1個

・プロペラ軸継手ナット用バックアップリング図番11 1個

・シリンダ継手用Oリング 図番13 1個
・ピストン用Oリング 図番15 1個

・ピストン用バックアップリング 図番16 1個

・Pチェックバルブ用Oリング 図無し18" ST1200257 2個
・Pチェックバルブ用Oリング 図番19 ST1200357 2個

・Pチェックバルブ用Oリング 図番20 ST1100329 2個

・Pチェックバルブ用バックアップリング 図無し20" ST1600325 2個
・Pチェックバルブ継手用Oリング 図番21 2個

・Pチェックバルブ継手用Oリング 図番22 2個

・翼角取出軸シール用Oリング 図番23 4個
・翼角取出軸シール用Oリング 39d Φ3 図番24 ST1100407 4個

・〃 軸シール用バックアップリング 図番25 4個

・翼角取出棒用ダストシール 図番27 4個
・シリンダ継手用Oリング 図番32 1個

・給油軸継手用Oリング 図番31 2個

・給油筒取付板用シートパッキン 図番50 1枚
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・給油筒フレキシブルホース RY1121250-2/9-C 550L×Φ36 2本

４．軸封装置整備 (ｽﾀﾝｷｰﾊﾟｰ：C-209)

（１）分解整備・受検

（２）回転摺動リング取替え、固定摺動リング摺動面削正
（３）緊急シール取替

（４）防食プラグ取替え（本船支給）

（５）組立・復旧
（交換部品）図面：S007039A

・回転摺動リング 図番１ 1組

・緊急用シール 図番５ 1個
・Ｏリング Φ３ 固定摺動リング用 図番６ 1本

・シートパッキン 図番７ 1枚

・回転摺動リング用バンド SUS316 図番９ 1本
・注水用ゴムホース JIS K 6331,32Φ L=200 図番21 1個

・Ｏリング Φ２ 抑えリング用 図番29 1本

・タールエポキシ塗料 1式
・防蝕プラグ C-209用 ZN,C4622 R3/8 図番28 （本船支給） 2個

５．主機冷却低温清水ポンプ整備 (大東：FCL-80MT)
（１）分解点検整備・メカニカルシール取替え 受検

（２）駆動モーター整備、ベアリング交換

（３）組立・復旧
(交換部品）

・メカニカルシール BEA５６００３０N 1個

・Oリング AS５６８－２７０ 1本
・座金（インペラー取付） 1枚

・ベアリング ６３０６ＺＺ 2個

６．主機冷却海水ポンプ整備 (大東：FCL-100MT-7)
（１）分解点検整備(ケーシング内防食塗装）メカニカルシール取替え 受検

（２）駆動モーター整備、ベアリング交換

（３）組立・復旧
(交換部品）

・メカニカルシール BEA５６００３５N 1個

・Oリング AS５６８ー２７０ 1本
・座金（インペラー取付） 1枚

・ベアリング ６３０８ＺＺ 1個

・ベアリング ６３０６ＺＺ 1個

７．予備潤滑油ポンプ整備 (大東：GLS-342V)

（１）分解点検整備、メカニカルシール取替え、受検
（２）組立・復旧

（交換部品）

・メカニカルシール 図番５２０ 1個
・Ｏリング 図番０３２ φ３．５×φ１４２ 1本

・Ｏリング 図番２３０ φ３．５×φ１９６ 1本

・Ｏリング 図番５３１ φ３．５×φ６６ 1本
・ガスケット 弁上ケース 図番７５１ φ７０×φ１１４ 1枚

・ガスケット 弁蓋 図番７５１ φ４２×φ６２ 1枚

・ガスケット 弁ケース 図番７５０ φ９０×φ１６０ 1枚
・ベアリング 図番５４０ ６２０７ｚｚ 1個

８．予備減速機潤滑油ポンプ整備 (大東：DHN-50)
（１）分解点検整備、オイルシール取替え

（２）組立・復旧

（交換部品）
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・グランドパッキン 図番５０１ □８×５巻 1組

・オイルシール 図番５３０ Ｓ３０４５８ 1個
・ガスケット Ｆカバー 図番５３２ 1枚

・ガスケット Ｂケース 図番５３３ 1枚

・ガスケット Ｂカバー 図番５３４ 1枚

９．予備ＣＰＰ変節油ポンプ用取替え部品(ﾅﾌﾞｺ：GN208KXAL)

（１）分解点検整備、オイルシール取替え
（２）組立・復旧

（交換部品）図面：RH1101410

・ベアリング（前蓋側） 図番２ 1個
・ベアリング（後蓋側） 図番３ 1個

・ゴムひも 図番９ 2本

・Ｏリング 図番10 １Ｂ Ｓ６７ 2本
・オイルシール 図番11 ＴＣ１８３０８Ｐ 1個

・Ｃ型スナップリング 図番12 (３０ｄ用） 1個

１０．主空気圧縮機整備 (三和：Ｓ５Ａ) 製造番号：5A-3437

（１）分解点検整備、部品交換、Vベルト取替え、受検

（２）組立・復旧
（交換部品）図面NO.051-0079-b-2/2

・高圧弁 （完備品） 1個

・低圧弁 （完備品） 1個
・低圧弁用銅パッキン（大） Ａ 2個

・低圧弁用銅パッキン（小） Ｂ 1個

・高圧弁用銅パッキン（大） Ｃ 2個
・高圧弁用銅パッキン（小） Ｄ 1個

・低圧シリンダ用パッキン Ｅ 1個

・高圧シリンダ用パッキン Ｆ 1個

・ベアリングケース用パッキンＧ 1個
・LOストレーナー用銅パッキンＨ 1個

・冷却ファン用ボールベアリング 2個

・ファン駆動用Vベルト （A-26）（RED） 1本
・圧縮機駆動用Vベルト （B-45）（RED） 2本

１１．燃料油移送ポンプ整備 (大東：FG-65T-3)
（１）分解点検整備、オイルシール取替え、受検

（２）組立・復旧

（交換部品）
・調整弁用ガスケット 図番５３３ 1枚

・ポンプケース側面ガスケット 図番５３２ 2枚

・オイルシール 図番５３０ 1個
・カップリングボルト、ナット、ブッシュ 図番３０５ 4個

１２．消火兼雑用海水ポンプ整備 (大東：MCQH-100)
（１）分解点検整備、ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ取替え、防蝕塗装、受検

（２）組立・復旧

（交換部品）
・ケーシングキャップ用シートパッキン 図番５３３ 1枚

・デリベリフランジ用 シートパッキン 図番５３２ 1枚

・メカニカルシール 図番５２０ 1個
・インペラーワッシャー 図番１２４ 1枚

・Oリング（ポンプケース用） Ｇ２７０ 図番０５０ 1本

１３．ビルジポンプ整備 (大東：MCQS-65)

（１）分解点検整備、ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ取替え、防蝕塗装 受検

（２）組立・復旧
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（交換部品）

・ケーシングキャップ用シートパッキン 図番５３３ 1枚
・デリベリフランジ用 シートパッキン 図番５３２ 1枚

・メカニカルシール 図番５２０ 1個

・インペラーワッシャー 図番１２４ 1枚
・Oリング（ポンプケース用）AS568-264 図番０５０ 1本

１４．冷凍装置（日新：NW-71100型）及び空調機（ＫＳＰＳ１０ＧＥＴＧ）工事
（１）冷凍機効力テスト、圧力試験・圧力開閉器作動試験記録書提出

１５．主機前増速装置油ポンプ分解点検整備 (新潟ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ 型式：SGC100M-51E 製造：SG112310)

（１）油ポンプ 分解点検
（２）主要部計測 部品交換

①ポンプ軸外径 （新・旧）

②ポンプ軸ブッシュ内径
③ポンプ歯車の幅 （新・旧）

④ケーシング深さ（幅）

（３）組立 復旧
（交換部品 ＊本船支給）

・油ポンプ Oリング A=94.4 B=3.1 No 3 N048010021 1本

・ケースパッキン A=154 B=132 C=0.05 No 6 1-59816 2枚
・油ポンプメタル No10 22A005984 4個

・油ポンプ吸入吐出用パッキン N074207036 2式

１６．ポンプジェットスラスター減速機クーラー点検整備 （日本ﾊﾄﾞﾘｯｸ：HE214-S12-02型）

（１） 減速機LOｸｰﾗｰ開放掃除、カバーはハイポン40 塗装

（交換部品）

・減速機LOｸｰﾗｰケース側パッキン 図番３ 1枚
・減速機LOｸｰﾗｰ 蓋側パッキン 図番４ 1枚

・減速機LOｸｰﾗｰ用亜鉛棒付プラグ 図番５ Rc３／８ （本船支給） 2個

１７．各船底弁工事(14個)

（１）陸揚げ分解清掃、摺合わせ、受検。 弁取付座面点検不良の場合補修

（２）組立、取付復旧 （既成適用外サイズのパッキンは作成の事）
(Ｓ）右舷側：①主機関 ②１号補機 ③ｽﾗｽﾀLO冷却 ④作動油冷却 ⑤冷房機 ⑥冷凍機

⑦造水器 ⑧ｴｱｰ抜き ⑨掃除用ｴｱｰ

(Ｐ）左舷側：⑩２号補機 ⑪ｻﾆﾀﾘｰ ⑫ＧＳＰ ⑬ｴｱｰ抜き ⑭掃除用ｴｱｰ
（交換部品）

・パッキン他・座面修理用雑材 1式

１８．各船外弁工事(15個）

（１）分解清掃、摺合わせ、受検

（２）組立、取付復旧
(Ｓ）右舷側：①主機関 ②１号補機 ③ｽﾗｽﾀｰLO冷却 ④作動油冷却 ⑤冷房機 ⑥冷凍機ａ

⑦冷凍機ｂ ⑧造水器 ⑨減速機 ⑩増速機

(Ｐ）左舷側：⑪２号補機 ⑫ＧＳＰ ⑬油水分離器 ⑭ﾋﾞﾙｼﾞ ⑮ｻﾆﾀﾘｰ船外弁
（交換部品）

・パッキン他 1式

１９．始動空気槽整備（ＡＴ２００－２） ２本

（１）ヘッダー分解、各弁摺合わせ、受検、復旧

（２）充気弁グランドパッキン 交換
（３）タンク内部清掃

（交換部品）

・空気出口角ガスケット 30K-20A 2枚
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・空気出口丸フランジガスケット 30K-20A 2枚

・充気弁グランドパッキン 2組
・銅ﾊﾟｯｷﾝ（始動弁） ４３２５３－１０３０９０ (本船支給) 2枚

・銅ﾊﾟｯｷﾝ（充気/安全弁）４３２５４－１０３０９０ (本船支給) 4枚

・銅ﾊﾟｯｷﾝ（ドレン抜弁） ２３２１４－２１０５００ (本船支給) 2枚
・銅ﾊﾟｯｷﾝ（圧力計） ２３４１４－２１００００ (本船支給) 2枚

・銅ﾊﾟｯｷﾝ（点検孔蓋） ４３２５２－１１０１００ (本船支給) 2枚

・銅ﾊﾟｯｷﾝ（ヘッダー） ４３２５２－１０３１００ (本船支給) 2枚
・空気槽銅ﾊﾟｯｷﾝ ４３２５７－００１５００ (本船支給) 2枚

２０．トロールウインチ ブレーキ反面側ベアリングカバー交換工事
（１）ブレーキ反面側ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞｶﾊﾞｰ作製（外寸：232D×15t）見本指示 1枚

（２）ブレーキ反面側ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞｶﾊﾞｰ ２枚交換

（３）付帯工事：シフタークラッチ用油圧シリンダー取外し復旧 2本
（交換部品 本船支給）

・ベアリングカバー 1枚

２１．廃油ビルジ処理および船底及びタンク掃除

（１）廃油抜き取り・主機サンプタンク・廃油タンク・補機関×２ 計3.0KL

（２）主機関、補機関×２、各チャンバー内掃除
（３）主機LOサンプタンク内部清掃

（主機関ＬＯｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ掃除に伴う付帯工事として諸管１０本取外し復旧）

（４）燃料重力タンクおよび廃油タンク内部清掃・受検
（５）機関室内ビルジ抜取り(2.0KL）及び船底・プレート掃除

（６）廃油・ビルジ処理証明書提出

（交換部品）
・ﾏﾝﾎｰﾙﾊﾟｯｷﾝ（LOｻﾝﾌﾟﾀﾝｸ、廃油ﾀﾝｸ） NBR 520×620/65W×6t 2枚

Ⅳ 電気工事

１.船内外機器及び配線、絶縁抵抗測定・ 不良個所修理（計測記録書提出）

２.上架、下架時にウエルダー積込みおよび配線作業

３.軸流ファン分解開放整備(各ファンとも船体取付パッキン作成取替の事）

（１）機関室ＮＯ１ 2.2 KW １台 解放整備 三信：SUZUKAZE SKFDSL-600F

（２）機関室ＮＯ２ 2.2 KW １台 解放整備 三信：SUZUKAZE SKFDSL-600F
（３）機関室排気用 0.75KW １台 解放整備 三信：SUZUKAZE SKFDS -450A

（交換部品）

・SKFDSL-600F 2.2 KW用ベアリング ６３０８ＺＺ 4個
・SKFDS-450A 0.75KW用ベアリング ６２０４ＺＺ 2個

Ⅴ その他の工事

１．配管取替工事（海水配管は亜鉛メッキ施行、塗装等付帯工事含む）

（１）消火兼ビルジポンプ吸入配管の交換

①配管作製、内部はハイポン40塗装

②取付復旧
（交換部品）

・鋼管80sch100A配管 0.1ｍ

・９０°エルボ 100A 1個

・フランジ 5K-100A 2枚
・フランジパッキン 5K-100A 2枚
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・ストレートソケット ２５Ａ 1個

・プラグ ２５Ａ 1個

（２）海水配管点検解放時不良配管取替工事

(不良箇所が生じない場合は予備配管作成とする）
①減速機LOクーラー冷却水配管

②サニタリポンプ配管
③その他、点検時不良箇所

（交換部品）

・高圧鋼管 32A配管 4.0ｍ
・フランジ 5K-32A 4枚

・エルボ90° 5K-32A 8枚

・鋼管 50A配管 1.5ｍ
・フランジ 5K-50A 2枚

（３）温海水配管取替工事
機関室左舷天井10～14Fr間のスチール製温海水配管３本をSUS316L配管に取替

①既設配管撤去、配管作製

②取付復旧
（交換部品）

・ステンレス配管 SUS316L 25A 2.5ｍ

・ステンレス製フランジ 5K-25A 6枚

２．鉄工溶接工事

（１）主機排気煙突底板のダブリング補強工事
①補強部の錆取り研磨

②鉄製補強円板の作製、溶接

・使用材料：５ｍｍ厚鋼板 650×650×5t 1枚

（２）船尾マスト底部ドレン抜きソケット取替工事

①既設ソケット撤去
②ソケット溶接取付

（交換部品）

・ステンレス製ソケット４０Ａ Ｓ－４０Ａ(SUS) 1個
・スチール製 プラグ ４０Ａ Ｐ－４０Ａ 1個

Ⅵ 本船工事

１．電子温調弁整備（M-SYSTEM：CPR-111－AB 口径100A）

（１）取外し作動部、流体通路部点検
（２）Oﾘﾝｸﾞ取替え 復旧

(交換部品 本船支給）

・カバーOリング １５１７－３６ 1本
・軸用Oリング Ｐ－１６ 2本

・軸用テフロンリング 内径16.0×外径20.0×厚1.5 1個

２．主機燃料噴射弁整備

（１）分解掃除、部品交換、組立

（２）噴射圧力調整
（交換部品 本船支給））

・ノズルチップ １５１６２４－５３０００ 6個

・パッキン １３７６００－５３０９１ 6枚
・銅パッキン マル１２ ２３４１４－１２００００ 12枚

・平行ピン １３８６１３－５３２００ 12個

・Ｏリング ２４３１６－０００４２０ 6個
・Ｏリング 4D P44.0 ２４３１６－０００４４０ 12個

・継手Ｏリング 2 P18.0 ２４３１２－０００１８０ 6個
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３．発電機関燃料噴射弁整備
（１）分解掃除、部品交換、組立

（２）噴射圧力調整

（交換部品 本船支給）
・ノズル １２６６３０－５３０５１ 12個

・ノズルパッキン T=1.5 １２６６５０－１１８４０ 12個

・ガスケット PK(ｵｻｴ) １４４６２６－５３２００ 12枚
・ノックピン １０３２００－５３２１０ 24個

・漏油管ターミナルボルト ２３８５７－０３００００ 12本

・ノズルシール ｼｰﾙ(FOV) １２６６５０－１１９６０(本船支給） 12個

４．燃料油･潤滑油ﾌｨﾙﾀｰ交換およびｺﾝﾀﾐｯｸﾌｨﾙﾀｰ整備
（１）燃料油ﾌｨﾙﾀｰ交換、復旧

（２）潤滑油ﾌｨﾙﾀｰ交換、復旧

（３）ｺﾝﾀﾐｯｸﾌｨﾙﾀｰ分解掃除、復旧
(交換部品 本船支給）

・燃料油フイルター8μ ４１６５０－５０１１４０ 4個

・Ｏリング ２１×１５ ４１６５０－５０１１６０ 4個
・Ｏリング １３０ ４１６５０－５０１１７０ 4個

・シールワッシャー ４３４００－５００４１０ 12個

・潤滑油エレメント KIT １２６６５０－３５３５０ 8個
・潤滑油ﾌｨﾙﾀｰＯリング １２６６５０－３５１８０ 8個

・潤滑油ﾌｨﾙﾀｰガスケット １２６６５０－３５２３０ 8枚

・潤滑油ﾌｨﾙﾀｰガスケット １２６６５０－３５２００ 8枚
・潤滑油ﾌｨﾙﾀｰＯリング １２６６５０－３５２８０ 8個

・潤滑油ﾌｨﾙﾀｰＯリング １２６６５０－３５２７０ 8個

・潤滑油ﾌｨﾙﾀｰＯリング １３５４１０－３５９５０ 2個

・ｺﾝﾀﾐｯｸﾌｨﾙﾀｰＯリング １３５４１０－３５９６０ 2個
・ｺﾝﾀﾐｯｸﾌｨﾙﾀｰパッキン １３５４１０－３５９７０ 2枚

・ｺﾝﾀﾐｯｸﾌｨﾙﾀｰパッキン １３５４１０－３５９９０ 2枚

５．主機冷却水膨張タンク整備

（１）冷却水抜き取り、内部掃除 内壁塗装の補修・ハイポン40塗布
（２）電気ヒーター伝熱管の清掃・マンホールパッキン取替・復旧

（３）36%クーラント溶液の給水（100%クーラント 本船支給）

(交換部品 本船支給）
・マンホールパッキン

６．各海水こし器整備

（１）解放掃除、ケーシング内部および中籠の錆取り

（２）ケーシング内部はエピコン黒、中籠はローバル塗装 (塗料 本船支給)
（３）保護亜鉛および蓋Ｏリング取替、復旧

（交換部品 本船支給）

・保護亜鉛 ヤンマー：２７２１０－２００３７０ 10個
・蓋Ｏリング

７．ポンプジェットスラスター点検整備 (ﾅｶｼﾏ：SPJ57RD)

① ウォーターインレット取外し海洋生物除去掃除

② 均圧孔点検掃除
③ 船底塗料吹き付け後 復旧

（交換部品）

・ポンプジェットインペラーキャップOリング 品番56 1001394 1本 （本船支給）
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８．主機前油圧系統分解点検整備(新潟ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ製 型式：SGC100M-51E 製造No：SG112310)

（１）増速装置ＬＯクーラー分解点検掃除

①多管伝熱器 チューブ掃除
②保護亜鉛取替え 水室カバーはﾊｲﾎﾟﾝ40塗装

（２）増速装置ストレーナー掃除(吸込側#32・吐出側#150) 計２カ所

（３）ラインＬＯクーラー、保護亜鉛取替え 水室カバーはﾊｲﾎﾟﾝ40塗装
（４）ラインストレーナー掃除（吸込側：ISV-32A-200W-1 ２個

吐出側：MSD-S-100TS-200M １個） 計３カ所

（５）増速機油ポンプ 分解点検整備 部品交換
（交換部品 ＊本船支給）

・増速機ｸｰﾗｰｶﾞｽｹｯﾄ 図面:88B026403 No10 22A000334 120×109×2t 2枚

・増速機ｸｰﾗｰOリングG-105 〃 No11 NO48015031 104.4×Φ3.1 2本
・増速機ｸｰﾗｰ保護亜鉛 〃 No14 22A002908 24d×31L×M6 4個

・増速機ｸｰﾗｰｶﾞｽｹｯﾄ 〃 No15 22A000335 160×110×2t 1枚

・増速機ｸｰﾗｰZNｶﾞｽｹｯﾄ SPARE No43 221041656 18×7×1t 4枚
・増速機ｸｰﾗｰZNﾌﾟﾗｸﾞｶﾞｽｹｯﾄ SPARE No44 221041657 0×30.5×1.5t 4枚

・増速機ｽﾄﾚｰﾅｰ蓋ｶﾞｽｹｯﾄ SPARE No45 221109927 102×102×0.8t 2枚

・増速機ｸｰﾗｰ小判型ｶﾞｽｹｯﾄ SPARE No14 NO 74207541 穴間75×0.8t 2枚
・ISV型ｻｸｼｮﾝﾌｨﾙﾀｰOﾘﾝｸﾞ 図面：U20049B No17 G-180 Φ5.5 2本

・ISV型ｻｸｼｮﾝﾌｨﾙﾀｰOﾘﾝｸﾞ 〃 No18 G-140 Φ3.1 2本

・ISV型ｻｸｼｮﾝﾌｨﾙﾀｰﾊﾟｯｷﾝ 〃 No19 180D×145×2t 2枚
・単式濾し器 MSD-S100TS-200M型 蓋用 Oリング G-209 Φ3.0 1枚

・ﾗｲﾝ用ｸｰﾗｰ保護亜鉛ﾌﾟﾗｸﾞ付 図面：Y40607513 No19 Φ27×55 4個

・ﾗｲﾝ用ｸｰﾗｰ保護亜鉛ﾌﾟﾗｸﾞ付 〃 No21 Φ35×105 2個
・ﾗｲﾝ用ｸｰﾗｰF側蓋 Oﾘﾝｸﾞ 〃 No23 240.66×Φ6.98 1本

・ﾗｲﾝ用ｸｰﾗｰS側蓋ｶﾞｽｹｯﾄB 〃 No25 340×270×1.5t 1枚
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（無線部）
次に記載する一般装置及びGMDSS設備については、①電波法及び②船舶安全法の事前データーを作

成し、無線局並びに運輸局の定期検査に合格すること。

無線機器の点検整備は、GMDSS設備認定会社、救命設備関係の点検整備は、日本船舶品質管理協会
認定会社で行うこと。

定期検査料及び手数料
・電波法に基づく定期検査料は、１５０Wを超える送信機を基本送信機とする無線局とする。

・手数料は電波法に基づく定期検査申請時印紙代とする。

１（１） 第１装置 送受信機 JSS-850 （GMDSS設備） ①・②に基づく検査
〇点検整備及び検査を実施

J3E ４００W １４波

J3E ２００W １４波
F1B ４００W ４波

F1B ５００W １６波

〇点検整備 １式

本体及び次の各部において、開放し点検・整備・清掃すること。

また、復旧後は、調整及び動作確認をすること。
・コントロール部 ・電源部

・送信部 ・受信部

・プリンター

②MF遠隔装置

〇点検整備 １式
本体及び次の各部に、おいて開放し点検・整備・清掃すること。

また、復旧後は、調整及び動作確認をすること。

・コントロール部 ・プリンター
・キーボード

２ 第２装置 送受信機 JSS‐２２５０ （一般装置） ①に基づく検査
J3E ２００W ２９波

〇検査を実施

３ 第３装置 送受信機 JSS‐２２５０ （一般装置） ①に基づく検査
J３E ２００W ２９波

〇検査を実施

４ 第４装置 JSB‐１２７ ２７MHZ帯SSB送受信機（一般装置） ①に基づく検査

J３E ２５W １６波

H３E ６W １波
〇検査を実施

５ 第５装置 JSD‐２８３ ２７MHZ帯DSB送受信機（一般装置） ①に基づく検査

A３E １W ５４波

〇検査を実施

６ 第６装置 TV‐S１５３ １５０MHZ帯DSB送受信機 （一般装置） ①に基づく検査

A３E １W ４波
〇検査を実施

７ 第７装置 JHS‐１４１ ４０MHZ帯DSB送受信機 （一般装置） ①に基づく検査

A３E ５W ７波
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〇検査を実施

８ 第１・２MF/HF受信機 NRD‐６３０ ２台 （一般装置） ①に基づく検査

〇点検整備及び検査を実施

〇点検整備 ２台
本体を開放し、点検・整備・清掃すること。また、復旧後は、調整及び動作確認をすること。

９ GPS JLR‐７８００ ２台（一般装置） ①に基づく検査
〇点検整備及び検査を実施

〇点検整備

本体を開放し、点検・整備・清掃すること。また、復旧後は、調整及び動作確認をすること。

１０ 気象用ファクシミリ JAX‐９B １台（一般装置） ①に基づく検査

〇点検整備及び検査を実施
本体を開放し、点検・整備・清掃すること。また、復旧後は、調整及び動作確認をすること。

１１ ナブテックス受信機 NCR‐７３３ １台 （GMDSS設備） ①・②に基づく検査
〇点検整備及び検査を実施

本体を開放し、点検・整備・清掃すること。また、復旧後は、調整及び動作確認をすること。

１２ 第１レーダー（日本無線） JMA‐５３３２‐９ １台 （一般装置） ①に基づく検査

〇点検整備及び検査を実施

〇点検整備 １式
本体及び次の各部において、開放し、点検・整備・清掃すること。

・指示部 ・処理部 ・空中線部 ・簡易型AIS（FA‐５０）

１３ 第２レーダー（古野） FAR‐１４２７‐２４AF‐１９ １台（一般装置） ①に基づく検査

〇点検整備及び検査を実施

〇点検整備 １式
本体及び次の各部において、開放し点検・整備・清掃すること。

なお、マグネトロン及びモーターを新替し、また、復旧後は、調整及び動作確認をすること。

・指示部 ・処理部 ・空中線部
マグネトロン及びカーボンブラシの交換を行うこと。

新替交換部品 マグネトロン MG５４３６ １個

カーボンブラシ S８８５０２６‐１A‐６１ ２個
（レーダースキャナモーター用）

１４ MHF・HFデジタル選択呼出専用受信機 NRD‐８２０W １台 （GMDSS設備）
①・②に基づく検査

〇検査を実施

１５ VHFデジタル選択呼出専用受信機 JHS‐３２A内蔵 １台 （GMDSS設備）

①・②に基づく検査

〇検査を実施

１６ 衛星非常用位置指示無線標識装置 JQE‐３A （GMDSS設備） ①・②に基づく検査

G１B ５W １波
A３X ０，０５W １波

〇点検整備及び検査を実施

〇点検整備
本体を陸揚げして開放し、点検・整備・清掃すること。また、復旧後は、調整及び動作確認

をすること。
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１７ レーダートランスポンダ JQX‐３０A １台 （GMDSS設備） ①・②に基づく検査

Q０N ０，４W １波
〇点検整備及び検査を実施

〇点検整備（バッテリー交換 １台）

本体を陸揚げして開放し、点検・整備・清掃すること。また、復旧後は、調整及び動作確認
をすること。

１８ 双方向無線電話装置 JHS‐７ ２台 （GMDSS設備） ①・②に基づく検査

F３E ０，８W ３波

〇点検整備及び検査を実施
〇点検整備 ２台

本体を陸揚げして開放し、点検・整備・清掃すること。また、復旧後は、調整及び動作確認

をすること。
非常持出用電池の交換を行うこと。

新替交換部品 非常持出用電池（リチウム一次電池） NBB‐３８９ ２個

１９ 国際VHF無線電話装置 JHS‐３２A （GMDSS設備） ①・②に基づく検査

F２B ２５W １波

F３E ２５W １４波
〇点検整備及び検査を実施

〇点検整備 1台

本体を開放し、点検・整備・清掃すること。また、復旧後は、調整及び動作確認をすること。
（遠隔装置 NCH‐４１４を含む）

Ⅱ． 一般機器点検整備工事
１ 監視カメラ装置 CIT‐７３００ １式

本体を陸揚げして開放し、点検・整備・清掃すること。また、復旧後は、調整及び動作確認

をすること。

ワイパー調整交換及び動作確認をすること。

２ 空中線回転装置

〇点検整備
船内エモテータ・コントローラーを調整し点検・整備・清掃すること。また、復旧後は、調整

及び動作確認をすること。

TV用八木アンテナとエモテータの方位調整・動作確認をすること。
・エモテータ １２００FX ・コントローラー

３ TV視聴装置
〇点検整備

①BSアンテナ （陸揚げ時、クレーン使用）

本体を陸揚げして開放し、点検・整備・清掃すること。また、復旧後は、調整及び動作確認
をすること。

②TV受信システム （KODEN）
本体を開放し、点検・整備・清掃すること。また、復旧後は、調整及び動作確認をすること。

③TV関連外部接続装置 （回路内の増幅器及びチューナー）
本体を陸揚げして開放し、点検・整備・清掃すること。また、復旧後は、調整及び動作確認

をすること。


